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研究成果の概要（和文）：設置した運営委員会の下、主に4つの国際活動拠点群を形成し、国際活動支援を実施
した。これに基づき、国際連携多元計算解剖学の国際ネットワークを構築し、国際水準の若手育成と一流論文誌
での国際共著論文発表を促進した。また、国際連携運営委員会を開催し、海外の連携拠点の主要研究者もメンバ
ーに加わえた。中国、韓国、米国、英国、カナダ、スイスなど多くの海外の拠点施設と連携を深め、協力に国際
活動を推し進めた。

研究成果の概要（英文）：Under the established Steering Committee, four main groups for international
 activities were formed and the supports for international activities were provided. Based on this, 
we constructed an international network of international collaboration multidisciplinary 
computational anatomy, and promoted the training for young researchers and the international 
co-authorship publication to top journals in international level. In addition, the International 
Cooperation Committee was held, and major researchers from overseas were joined this committee as 
committee members. We have promoted international activities in cooperation with the searchers in 
China, Korea, the United States, the United Kingdom, Canada, Switzerland, and many other overseas 
facilities.

研究分野：複合領域
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 多元計算解剖モデルによる医用画像理解は、従来の解剖学、画像診断学、外科学などの基礎・臨床医学の概念
において多元化することであり、単なる画像の理解を超えた生命体としての人体の構造と活動の総合的理解につ
ながり、医学の諸分野の発展を加速する。国際活動支援班の整備により多元的かつ膨大な画像情報を扱う研究に
おいて、情報学や数理科学、生体医工学などの関連分野の発展を促進し、大きな相乗効果が期待できる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
人体生理・人体解剖の階層的計算モデルとしては、(1) Physiome、(2) Connectome などのプロ
ジェクトが実施されている。Physiome では、人体のマルチスケール時空間シミュレーションが
研究され、Connectome では、脳の領野（マクロ）からニューロン（ミクロ）の各レベルでの神
経結合状態の網羅的解明を目指して脳科学と医用画像を融合した複数のプロジェクトがある。
生体・疾患の多元データベース・計算モデルに関する研究プロジェクト TCGA では、ゲノム、病
理画像、マクロ臨床画像の腫瘍に関するデータベースが構築されている。また、米国 ADNI では
アルツハイマー病早期診断を目的として、多くの MRI/PET、ゲノム、及び種々の検査結果のデ
ータベースを整備・提供している。米国 NAMIC では複数の研究機関が、画像解析の基礎から臨
床での実用化までソフト開発に重きをおいた体制を整えている。 本領域では多元計算解析学と
いう世界的にみても稀な研究分野を創成しようとしている。体幹部を対象とした空間軸、時間
軸、機能軸、病理軸で定義される多元計算解剖モデルこそが本領域の強みである。31の公募班
を含む理学・工学者と医学者が一体となった研究体制が厚みをもって構築され、イメージング
までも対象とした研究分野の創成が試みられている。当該分野を国際的にリードする研究者が
集結し、当該工学分野のトップカンファレンスである MICCAI 主催者、医工連携に関する著名国
際会議 CARS の主催者など世界的に一目置かれた研究者により領域が構成されている。世界トッ
プ大学の研究者が定期的に滞在研究へ訪れている。 
 
２．研究の目的 
１．持続的ネットワークを形成するための多元計算解剖学国際共同研究拠点組織化本国際活動
支援を核として構築される人材ネットワークを持続的なネットワークとするために多元計算解
剖学国際共同研究拠点を確立する。この拠点は本新学術領域ならびに国際活動を通じて得られ
る研究成果・人材を活用したネットワーク型組織である。また、データベース・ソフトウエア
の共有も本拠点を中心として実現する。  
２．「多元計算解剖学」の名称を普遍的な呼称にするためのあらゆる方策を企画  
多元計算解剖学における論文のうち、約半数以上を国際共同研究に基づく論文とする。そのた
めに、海外研究者の招聘と国内若手研究者の派遣を領域の強み・弱みを考慮しながら戦略的に
決定し、世界的頭脳循環による多元計算解剖学の飛躍的発展を目指す。そのために、本領域に
おける半数以上を国際共同研究とすることを目指す。その成果は、ネットワークを利用して、
トップレベルの国際学会における“冠”をつけたオーガナイズドセッションを働きかけ積極的
に成果を発信する。 
３．多元計算解剖学の弱みを補強する国際活動支援を実施  
多元計算解剖学では多元計算解剖データベース・臨床応用方法について強みを持つものの、数
理的基盤を担う人材が少ない。数理的基盤に関する人材は海外のトップレベルの研究機関に多
く、これらの研究機関と国際共同研究を実施することで領域の弱みを克服する。これらトップ
レベルの海外研究者と共に、われわれの多元計算解剖モデルを数理的な側面も含めて確立し、
臨床現場で実証することでグローバルな普及を図る。  
４．国内外の若手を多元計算解剖学国際共同研究拠点ネットワークの中で育成 _当該分野にお
ける世界的なプレゼンスを高めるには、若手研究者の国際学術コミュニティーにおけるプレゼ
ンスを高めることが極めて重要である。国際活動支援班が領域内の若手研究者を海外の国際共
同研究拠点等へ戦略的に派遣し、若手研究者が主体的に研究するとともに周囲を巻き込みなが
ら多元計算解剖学の研究を進められることができるようにする。また、海外の優秀な研究者を
招聘し、国内の若手研究者と交流しながら研究を推進することで、多元計算解剖学を担う人材
を国内外の区別なく本領域がリードして育て上げる。 
 
３．研究の方法 
当初計画の国際連携ＷＧを拡充し、新たに設置する運営委員会の下で、国際活動支援を実施し
た。これにより、多元計算解剖学の国際ネットワークを構築し、国際水準の若手育成と一流論
文誌での国際共著論文発表を促進した。 
 
４．研究成果 
運営委員会の企画案に従い、各担当者は、連携機関と遠隔会議システムも利用しながら、議論
を進めて具体的な共同研究テーマを設定した。各連携テーマの拠点研究機関において、テーマ
を詳細化するための「キックオフミーティング」を開催した。各テーマの日本側担当者と海外
連携機関側の研究者が研究計画を立案した。並行して若手研究者を選考し、２７年度後半から
派遣をおこなった。また、トップレベルの国際会議において、毎年、本領域名を冠するオーガ
ナイズドセッションを企画した。  
国際活動支援の計画においては、現在の本領域の弱みである数理基盤を、国際連携を通して強
くすることを念頭におき、比重を大きくしている。本領域の数理分野は、既存の国際連携が弱
く、また我が国の研究者層が薄い分野でもあり、新しい複数の連携立ち上げを計画した。一方
で、本領域が強い分野である多元計算解剖モデルを用いた診断治療支援やその臨床応用では、
さらに国際的な存在感を高めることが重要であり、既存の連携を強化しつつ新しい連携を立ち
上げた。また、アジアにおける多元計算解剖学の普及も重要な項目と位置付けて、アジア、オ



セアニア各国の代表的研究機関とも連携を行った。公募研究も該当の連携を活用できるように
した。 
平成２８年度までに、各連携計画のキックオフミーティングを完了した。派遣予定の若手研究
者の人選は２８年度まで継続して行い、順次派遣を行った。双方の基幹データベースやソフト
ウエアを共有し、共同研究を実施した。研究成果が得られ次第、海外連携先との共著論文を投
稿した。論文採択後に、運営委員会での協議により、プライオリティが確保され、必要性・効
果が認められた場合、データベースやソフトウエアの公開を行い、研究成果をコミュニティに
還元した。最終的に、国際共同研究拠点の海外研究者と共同編集で、教科書を発行した。 
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